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イラスト：榎本菜摘（ 第４ 回北のまんが大賞 まんが部門 知事賞受賞）

新型コロナワクチンをなぜ受けるの？ ワクチンを受けた後

ワクチンを受けると、以下の症状がでること

がありますが、２ ～３ 日で自然と良くなること

がわかっています。

人の体の中に新型コロナウイルスが入りこみ仲間が増えると、ねつ、

だるさ、せき、息ぐるしさ、頭のいたみ、味覚の変化などがおきて、体の

調子が悪くなります。

ワクチンを受けると、体の中で新型コロナウイルスとたたかう用意ができ

るので、ウイルスが体に入っても、体の調子が悪くなりにくくなります。

●ねつ　 ●気持ち悪さ　 ●だるさ　

●おなかをこわす　 ●頭のいたみ　 ●さむけ

新型コロナワクチンについて

考えましょう！ 
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ワクチンのこと、おうちの人とよく お話ししましょう 。
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ワクチンを受けたい人も受けたく ない人もいます。アレルギーなどで受けられない人もいます。

　 ワクチンを受けているから、受けていないからといって、

　 周りの人を悪く 言ったり 、いじめたりすることは、絶対にやめましょう 。
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北海道保健福祉部感染症対策局
感染症対策課（ ワクチン班） 一般社団法人 北海道医師会（ 監修）
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５ 歳から１１ 歳の方も、

新型コ ロ ナワク チン 接種を 受けら れます。
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アレルギーが

あるので

副反応が心配

ワクチンの

効果が疑問、

安全性が不安

子どもは

重症化しないので、

大人の都合で

受けさせたくない

祖父母に

会わせたい、

日常生活を

取り戻したい

子どもに

基礎疾患が

あるので重症化が

心配

感染して

後遺症に

悩んでいる中学生を

知っている

お子様のワクチン接種について
考えましょう！ 

保護者
向け

子どもに対する新型コロナワクチンの有効

性・ 安全性などの詳しい情報については、

厚生労働省のホームページをご覧ください。 ホームページをご覧になれない場合は、お住まいの市町村等にご相談ください。
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不確かな情報に惑わされず、正しい知識でお子様と一緒に考えましょう。不確かな情報に惑わされず、正しい知識でお子様と一緒に考えましょう。

小児においても中等症や重症例が確認されており、特に基礎疾患を有する等、

重症化するリスクが高い小児には接種の機会を提供することが望ましいとされ

ています。また、今後、新たな変異株が流行することも想定されるため、小児を対

象にワクチン接種をすすめることとされました。

小児への接種は、強制されるも のではありません。

ワクチンについての疑問や不安があるときは、かかり つけ医などにご 相談く ださ い。

新型コロナワクチンの

効果

新型コロナワクチンの

必要性

子どもが新型コロナワクチンを受けた後は、注射した部分の痛みが一番多く 現

れます。疲れた感じや発熱などは、１ 回目よりも２ 回目の後の方が多く 現れます。

ワクチンを受けた後の症状は、ほとんどが軽症又は中等度であり 、安全性に重

大な懸念は認められないと判断されています。

新型コロナワクチンの

副反応

新型コロナワクチンを受けることで、

新型コロナに感染しても症状が出にくくなります。



小児（５歳から１１歳）のワクチン接種に関する基本情報

接種対象
原則、⽇本国内に住⺠登録のある５〜１１歳の⽅です。（国籍は問いません。）
国では、特に、慢性呼吸器疾患、先天性心疾患など、重症化リスクの高い基礎疾患を有する
⽅に接種を勧めています。（あらかじめかかりつけ医等とよく相談してください。）

使用するワクチン
ファイザー社の小児用ワクチン（成分量は12歳以上のワクチンの3分の1）
小児用ワクチンでは1回目の接種時の年齢に基づいて判断します。1回目の接種時に11歳

だったお子様が、2回目接種時までに12歳の誕生⽇を迎えた場合は、2回目接種も1回目と同
じ小児用ワクチンを使用します。

初回接種（１回目、２回目）
初回接種 ２回（１回目と２回目の接種間隔は３週間）
1回目の接種から間隔が3週間を超えた場合、1回目から受け直す必要はありません。できる
だけ速やかに2回目の接種を受けていただくことをお勧めします。

追加接種（３回目） 初回接種からの接種間隔は５ヶ月です。

接種を受ける際の費用 全額公費で接種を行うため、無料で接種できます。

接種が受けられる場所
医療機関や接種会場は、各市町村からの案内文書、ホームページや広報、接種総合サイト
「コロナワクチンナビ」などでご確認ください。
コロナワクチンナビ https://v-sys.mhlw.go.jp/

ワクチン接種の必要性
小児においても中等症や重症例が確認されており、特に基礎疾患を有する等、重症化するリ
スクが高い小児には接種の機会を提供されています。今後様々な変異株が流行することも想
定されるため、小児を対象にワクチン接種を進めることとされました。
厚生労働省Q＆A https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/0113.html

ワクチンの副反応
接種部位の痛みや倦怠感、頭痛、発熱等、様々な症状が確認されていますが、ほとんどが軽
度又は中等度であり回復していること、現時点で得られている情報からは、安全性に重大な
懸念は認められていないと判断されています
厚生労働省Q＆A https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/0116.html

接種を受ける際の保護者の同意

新型コロナワクチンの接種を受けることは強制ではありません。予防接種の効果と副反応の
リスクの双⽅についてしっかり情報提供が行われた上で、接種を受ける⽅の同意がある場合
に限り、自らの意思で接種を受けていただいています。16歳未満の⽅の場合は、原則、保護
者（親権者または後見人）の同伴と予診票への保護者の署名が必要となり、保護者の同意な
く接種が行われることはありません。
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